
「海洋教育プログラム」中学校学習指導案例 [1]-1 

中学校 地理的分野 学習指導案（新学習指導要領版） 

 

小単元：日本の地域的特色と地域区分(配当 12 時間) 

グローバル化が進む世界との結び付き（9～10/12） 

◆目標 

中学校学習指導要領の社会科地理的分野において、「日本の地域的特色と地域区分」につい

て、今回の改訂では「国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況、これを活用した陸上、海

上輸送などの物流や人の往来などを基に、国内各地の結び付きや日本と世界との結び付きの特色

を理解すること」とされ、「陸上、海上輸送などの物流や人の往来」および「国内各地の結び付

き」が示されている。 

グローバル化する世界の中でも、日々の暮らしや産業を支える世界との結び付きは、海洋国家

である我が国にとって必要不可欠な営みであり、交通・通信、そして輸送が滞れば食料やエネル

ギーといったライフラインへの影響を考えるだけでも死活問題となる。 

そこで、海事輸送の重要な役割といった窓口から日本と世界の結び付きについて学習すること

で、グローバル化する世界にある日本の現状と未来について考える学習とした。 

なお、今回の改訂では、資質・能力の基礎を育成する点に重点が置かれ、「情報を効果的に調

べまとめる技能を身に付ける」「選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、

それらを基に議論したりする力を養う」といったことが社会科の目標でも据えられ、いわゆるア

クティブ・ラーニングの視点に立った授業実践が期待されていることにも配慮した。 

 

◆評価規準 

○知識・技能 

・日本で暮らす人々の日常生活に欠かすことのできない物資やエネルギー資源の入手経路や、ま

た、日本で生産された工業製品などの輸送経路を調べることができる。 

・物流の流れの中で、それぞれの輸送対象の特色に応じて輸送手段に違いがあることが分かる。 

・海外との輸送手段としては、船舶と航空機があり、国内では自動車、鉄道、船舶、航空機と

いった多様な輸送手段があることが分かる。 

○思考・判断・表現 

・輸送対象によって輸送距離、輸送時間、輸送コスト、地域性などによる輸送手段の違いがあ

り、それらの合理的な組み合わせを考えることができる。 

・海洋国家である日本がグローバル化する世界の中で、貿易をはじめとしたモノ、人、情報とど

のように関わり、どのような結び付きを大切にしていくかについて考えを述べ、話し合うこと

ができる。 

・鉄道網、高速道路網、航路・航空路網などの整備が、輸送手段相互の合理的な関係や交通拠点



の配置、都市間、地域間の物流の発展に貢献していることを考察できる。 

○主体的に学習に取り組む態度 

・世界との結び付きについて、身近な生活や暮らしを支える資源・エネルギーや商品を通して生

活の中で実感をもち、今後、グローバルな社会に生きていくことの自覚と学びに取り組む態度

をもとうとする。 

・海外との輸送手段、国内における輸送手段の多様性に着目して、グローバル化が進む世界から

の視点と、島国である国内の視点から、海洋国家である日本が今後も豊かな国として発展して

いく可能性と課題について新たな問いを立てて解決しようとする態度をもつ。 

 

◆指導・評価計画（各時間） 

日本の地域的特色と地域区分 指導計画例（12 時間） 

時数 主な学習内容 学習目標 評価規準の例 

1 

■導入の活動 日本がどのよう

な国かイメージしよう 

 日本のさまざまな地域的特色を，

地域と分布に着目しながら，大き

く捉える。 

 日本全体の地域的特色を理解する

ために，「日本には，なぜさまざま

な地域的特色があるのでしょう

か」という探究課題を立て，見通し

をもって主体的に追究する。 

 日本の特色に関して集めた資料を

使って関連図を作成し，日本には

さまざまな特色があることを理解

している。 

 日本の地域的特色に関して設定し

た探究課題の答えを予測し，見通

しをもって主体的に追究していこ

うとしている。 

2 

3 

１ 地形から見た日本の特色 

 

地震の震源や火山が連なる地

域 

険しい日本の山地 

急で短い日本の川 

さまざまな地形が見られる平

地 

変化に富む日本の海岸 

海洋国・日本 

 日本は変動帯に属して，地震や火

山の多い不安定な大地上に位置し

ていること，フォッサマグナを境

にして，山脈の走る方向が違うこ

となどを資料から読み取る。 

 日本の川は，大陸と比べて急で短

く，洪水を引き起こしやすいため，

上流ではダムが建設されている地

域が多いことを理解する。 

 日本には，河川などに運ばれた土

砂で形成された規模の小さな平野

が臨海部に，また山に囲まれた地

域には盆地などが各地に分布して

いることを分布図などから読み取

る。 

 日本の国土は海に囲まれ，多くの

島々から構成されるとともに多様

な海岸が見られること，近海には

海底に大陸棚が広がり，寒暖の海

 日本の自然環境に関する特色を主

題図や分布図から適切に読み取

り，日本の山地・山脈，川，平地，

海岸の分布や特色，海洋に囲まれ

た国土の特色について理解してい

る。 

 日本の地域的特色を，山地・山脈，

河川，平地，海などに着目して，こ

れらを関連付けて多面的・多角的

に考察し，表現している。 



流が出合い世界的な漁場となって

いることを理解する。 

 日本の地域的特色を，山地・山脈，

河川，平地，海，災害などの分布に

着目して，これらを関連付けて多

面的・多角的に考察し，表現する。 

4 

２ 気候から見た日本の特色 

 

日本が属する温帯 

地域によって異なる日本の気

候 

 日本の多くの地域は温帯に属し，

降水量も多く，森林，樹木が成長し

やすい環境にあることを雨温図や

景観写真などから読み取る。 

 日本列島にはなぜ六つの気候が存

在するのかを，日本の山地，山脈の

分布等に着目して考察できるよう

にする。 

 日本の気候の特色を景観写真や雨

温図，気候区分図から読み取り，日

本の気候の特色を理解している。 

 日本列島が六つの気候帯に大きく

区分できる理由について日本の山

地・山脈の分布や細長い地形など

に着目して多面的に考察してい

る。 

5 

３ 自然災害と防災・減災への

取り組み 

 

さまざまな自然災害 

被災地へのさまざまな支援 

防災対策と防災意識 

 日本は大規模な地震や津波，台風

など多様な自然災害が発生しやす

い地域が多く，早くから，防災設備

の充実，ハザードマップの作製な

ど防災，減災対策に努めてきたこ

とに気付く。 

 国や地方公共団体の諸機関や担当

部局，地域の人々やボランティア

が連携して地域の人々の生命や安

全の確保のために活動しているこ

とを読み取り，日本の防災対策を

理解する。 

 諸資料から，日本の多様な自然災

害と防災への取り組みなどに着目

し，日本は自然災害が発生しやす

い地域が多く，その分防災・減災対

策に努めていることを理解してい

る。 

 さまざまな人々が連携して地域の

人々の生命や安全の確保のために

活動していることを理解してい

る。 

6 

４ 人口から見た日本の特色 

 

人口構成や分布の変化 

過密地域と過疎地域 

 人口の移り変わりを示す資料や人

口ピラミッドの変化，人口分布に

着目して，少子高齢化，過疎，過密

といった日本の課題を読み取る。 

 過疎，過密地域の抱える課題につ

いて多面的・多角的に考察する。 

 人口の移り変わりを示す資料や人

口ピラミッドの変化などの資料か

ら，少子高齢化の実態を，国内の人

口分布を示す資料を通して過疎・

過密問題の実態を読み取り，日本

の人口に関する課題を理解してい

る。 

 過疎，過密地域が抱える課題につ

いて，多面的・多角的に考察してい

る。 

7 
５ 資源・エネルギーから見た日

本の特色 

 日本のエネルギー自給率や発電量

の内訳を示す資料などから，日本

 日本の資源・エネルギー利用の現

状や日本の発電方法に着目して，



 

かたよる鉱産資源の分布 

資源輸入大国・日本 

日本の発電方法の変化 

資源の活用と環境への配慮 

の抱えている課題とその対策につ

いて多面的・多角的に理解する。 

 環境，エネルギー問題に対処する

ために，再生可能エネルギーの開

発やリサイクルなどの努力をして

いることを理解する。 

日本の課題について多面的・多角

的に考察している。 

 日本の抱える環境，エネルギー問

題に対処するために，再生可能エ

ネルギーの開発やリサイクルなど

の努力をしていることを理解して

いる。 

8 

６ 産業から見た日本の特色 

 

活性化を図る農林水産業 

地域的な広がりを見せる工業 

大都市圏に集中する商業・サー

ビス業 

 日本の農業，工業が抱える課題に

ついて食料自給率や主な工業地

帯，地域の分布図から読み取る。 

 日本の第三次産業の盛んな地域に

ついて，その背景を考察する。 

 日本の食料自給率が低下している

こと，産業の空洞化が起きている

ことなどを諸資料から読み取り，

知識を得ている。 

 日本の第三次産業が盛んな地域に

ついて，その理由を考察している。 

9 

10 

◎ グローバル化が進む世界と

の結び付き 

 自分たちが暮らす身近な地域（〇

〇市，町，村）と世界とのつながり

（物流，情報，人々の交流）から，

グローバル化が進む世界との結び

付きについて考える。（コンビニの

商品から） 

 具体的な統計資料等から貿易品目

（物流），輸送手段を調べることか

ら，海洋国家である日本と世界の

結び付きについて考える。 

 身近な生活からグローバル化する

世界との結び付きをイメージでき

る。 

 DVD の視聴から海洋国家日本の特

色が理解できる。 

 輸送対象の特色に応じて輸送手段

に違いがあることを考える。 

 グローバル化が進む世界で，どの

ように世界と関わっていくか主体

的に考える。 

７ 交通・通信から見た日本の特

色 

 

使い分けられる交通 

発達する日本の交通網 

情報通信網の発達と生活の変

化 

 輸送手段に違いが見られる原因

を，輸送距離，時間，地域性などに

着目して考察する。 

 新幹線，高速道路，航路，航空路網，

情報通信網などの整備が進んでお

り，日本は海外と空や海の交通網，

そして通信網が集中する拠点の一

つに数えられていることを理解す

る。 

 日本で輸送手段に違いが見られる

原因を，輸送距離，時間，地域性な

どに着目して多面的・多角的に考

察している。 

 日本の交通網の整備が進んでお

り，世界的な拠点の一つになって

いることを理解している。 

11 

８ 日本を地域区分しよう 

 

 

 日本や国内地域に関する各種の主

題図や資料を基に，地域区分の事

例を学び，地域区分をする技能を

身に付ける。 

 ①自然環境，②人口，③資源・エネ

ルギーと産業，④交通・通信につい

 日本や国内地域に関する各種の主

題図や資料を基に，地域区分をす

る技能を身に付けている。 

 ①自然環境，②人口，③資源・エネ

ルギーと産業，④交通・通信につい

て，それぞれの地域区分を，地域の



て，それぞれの地域区分を，地域の

共通点や差異，分布などに着目し

て，多面的・多角的に考察し，表現

する。 

共通点や差異，分布などに着目し

て，多面的・多角的に考察し，表現

している。 

12 

■まとめの活動 日本の地域的

特色を伝えよう 

 

 「まとめの活動」を通してこれま

での学習を振り返り，①自然環境，

②人口，③資源・エネルギーと産

業，④交通・通信に基づく地域区分

を踏まえ，日本の国土の特色を大

観し，理解する。 

 日本の地域的特色を，①自然環境，

②人口，③資源・エネルギーと産

業，④交通・通信に基づく地域区分

などに着目して，それらを関連付

けて多面的・多角的に考察し，誤解

を持つ外国人に日本を紹介する文

章として表現する。 

 よりよい社会の実現を視野に，日

本の地域的特色と地域区分の学習

内容を振り返って探究課題を主体

的に追究する。 

○①自然環境，②人口，③資源・エネ

ルギーと産業，④交通・通信に基づ

く地域区分を踏まえ，日本の国土

の特色を，図にまとめて振り返り，

日本の地域的特色を理解してい

る。 

○日本の地域的特色を，①自然環境，

②人口，③資源・エネルギーと産

業，④交通・通信に基づく地域区分

などに着目し，それらを関連付け

て「外国人の誤解を解く」という形

で多面的・多角的に考察し，具体的

に表現している。 

○単元冒頭に立てた予測をはじめと

する，自らの学習を振り返りなが

ら，粘り強く考察することを通し

て主体的に探究課題を追究し，社

会に関わろうという態度を示して

いる。 

※東京書籍 令和 3年度用『新しい社会 地理』年間指導計画作成資料 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



◆本時指導案 グローバル化が進む世界との結び付き（9～10/12） 

 

過程 〇学習課題・活動     ・学習内容 ◎資料 ◆指導上の留意点 

 

 

導 

 

入 

 

8 分 

〇「○○」（区市町村名）に住む皆さんが日常生活で、「世界と結び付い

ているなー」と思う時ってどんな時ですか？（例えばコンビニに買

い物に行くと、「世界と結びついているなー」と思いませんか？） 

〇「世界をつなぐ海上輸送」DVD を見ての感想（ワークシート 1） 

・日本での毎日の暮らしに必要な商品やエネルギー資源は、原材料

を海外からの輸入に頼っている。 

・貿易ができなかったら日本人の生活はかなり苦しい。 

・海上輸送がこれほど日本の暮らしを支えているとは知らなかった。 

◆身近な生活感を引き出す。 

 

 

 

◎DVD「世界をつなぐ海上輸送」

（第 1章） 

◆海上輸送についての興味・関

心を高める。海洋国家に暮ら

す意識をもたせる。 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

30分 

 

○日本の貿易の現状（相手国や取扱品目）を確認しよう。 

〇海洋国家である我が国の貿易での物流の特色について、海上輸送

貨物と航空輸送貨物の資料（貿易総額、貿易総量トンキロなど）

からどんなことが分かるか話し合い、ワークシートにまとめよう。

（ワークシート 2） 

ア）貿易総額について 

イ）貿易総量について 

 ・航空輸送貨物は貿易総量に比較して貿易総額が多い。 

 ・海上輸送貨物は資源や機械、食料など重量やかさ張る貨物だ。 

 ・貿易構造（貿易品目の推移から）の変化が進んでいる。 

ウ）海上輸送と航空輸送のメリットとデメリットについて 

 ・海上輸送品目とコスト、航空輸送品目とコストから考える。 

 

 

〇グローバル化が進む世界では、人の往来や貨物・物流以外で、世

界と結び付いている分野にはどんなものがあるだろうか？ 

 ・海外からのテレビ中継でニュースやスポーツがすぐ伝わる。 

 ・ネットショッピングで父は海外からよく商品を買っている。 

 ・姉はスカイプで毎晩留学した友達とおしゃべりしている。 

◎輸出入における日本の海上輸

送統計（日本海事広報協会） 

資料 1 

◎日本の各工業地域の生産物と

生産額（一部）（経済産業省） 

資料 2 

◎産業をささえる港（日本港湾

協会） 資料 3 

◎輸出入の船舶貨物品目別統計

（日本海事広報協会） 資料4 

◎日本の港湾地図（国土交通省） 

資料 5 

◎日本の空港地図（国土交通省） 

資料 6 

◎日本からの主な世界航空路

（成田国際空港の例）（国土交

通省） 資料 7 

 

◆暮らしの視点から考えさせた

い。 

◎インターネット利用率（総務

省） 資料 8 

◎ネットショッピングの利用世

帯割合と 1 世帯当たりの支出

総額の推移（総務省） 資料 9 

◎留学生に関する調査（日本学

生支援機構） 

https://www.jasso.go.jp/ryugak

u/statistics/index.html 

 

ま 

と 

め 

 

12分 

〇もしも世界の国々が貿易をやめて、鎖国状態になったら、日本で

暮らす私たちの暮らしはどうなると考えますか？（ワークシート

3） 

〇本時の学習から海洋国家日本の「○○」（区市町村名）で暮らす私

たちはどんな学習（学び）をしていくことが大切だと考えますか。

（ワークシート 4） 

◆自分事として考えるきっかけ

となる発問を心掛ける。 



「グローバル化が進む世界との結び付き」 ワークシート 

 

                            （  ）組 氏名             

 

1.DVD を視聴して、どんなことを考えましたか？（感想、意見、疑問など） 

                                                 

                                                 

 

2.海上輸送（船舶）と航空輸送（航空機）の特色をまとめよう。 

 輸送経費 輸送時間 貿易量 貿易額 必要な設備・そ

の他 

船舶 

（海上輸送） 

 

 

 

 

    

航空機 

（航空輸送） 

 

 

 

 

 

    

 

3.今後、日本が鎖国のように世界との交流をやめてしまったらどんな問題が生じると考えますか？ 

                                                 

                                                 

                                                 

 

4.この時間の学習キーワード、キークエッションを参考にして、本時の学習から海洋国家日本の嵐山町で暮

らすわたしたちはどんな学習（学び）をしていくことが大切だと考えますか。あなたの考えたこと、気づ

いたことを書いてください。 

（疑問点 質問事項 もっと学びたい点 自分たちの生活に影響している事柄を考えて） 
キーワード   日本の主な輸出品  日本の主な輸入品  海上輸送の特色  航空輸送の特色 

日本や世界の情報通信網の整備  情報設備の地域間格差  世界貿易機関 
キークエッション 「もしも世界の国々が貿易をやめて、鎖国状態になったら、日本で暮らす私たちの

暮らしはどうなると考えますか？」 
 

◎                                            
◎                                            
◎                                            
◎                                            

  



資料１ 輸出入における日本の海上輸送統計 

 

公益財団法人 日本海事広報協会 『日本の海運 SHIPPING NOW 2020-2021』基本編 

https://www.kaijipr.or.jp/shipping_now/pdf/basic2020.pdf 
 

 

 

  



資料２ 日本の各工業地域の生産物と生産額（一部） 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
経済産業省 平成 26 年（2014 年）工業統計調査 工業地区編より 

http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/result-2/h26/kakuho/kogyochiku/index.html 
 

 

 

  



資料３ 産業をささえる港 

 

国土交通省 港湾局 監修／全国小学校社会科研究協議会 推薦 
公益社団法人 日本港湾協会 発行 

『港の大研究 くらしをささえる港の役割を知ろう！』p6-7 より 

 

  



資料４ 輸出入の船舶貨物品目別統計 

 

 

公益財団法人 日本海事広報協会 『日本の海運 SHIPPING NOW 2020-2021』データ編 

https://www.kaijipr.or.jp/shipping_now/pdf/data2020_2.pdf 
 

  



資料５ 日本の港湾地図 

 

 
国土交通省 「重要港湾位置図」 

http://www.mlit.go.jp/kowan/yosan/h18_050831/005.pdf 

 

  



資料６ 日本の空港地図 

 

 

国土交通省 『国土交通白書 2020 資料編』 

資料 13-8 「空港分布図」 

https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r01/hakusho/r02/data/html/ns013080.html 
 

  



資料７ 日本からの主な世界航空路（成田国際空港の例） 

 

 
 

国土交通省 「成田空港における国際線ネットワーク（2014 年夏ダイヤ）」 

https://www.mlit.go.jp/common/001034381.pdf 
 

  



資料８ インターネット利用率 

 

 

総務省 『令和２年版 情報通信白書』 

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r02/pdf/n5200000.pdf 
 

 

資料９ ネットショッピングの利用世帯割合と 1 世帯当たりの支出総額の推移 

 

 

 

総務省 『平成 29 年版 情報通信白書』 

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc112320.html 

 


